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 本論文は、米国による武力行使について、なぜ武力行使が単独で行われたり多角的に行われ

たりするのかという問いに対して、第二次世界大戦後における米国による武力行使の事例研究

と計量分析によって、武力行使の形態の相違を決定する要因を明らかにしたものである。米国

による武力行使が国際関係に与える影響は大きい。2003 年の米国によるイラク攻撃が、その国

連安全保障理事会の武力行使容認決議がないまま実行された結果国際秩序に与える影響をめぐ

る議論を引き起こしたことは記憶に新しい。本論文は、米国が武力行使を行うか否かと同様、

武力行使を単独で行うのか、多角的に行うのかという形態の相違に着目することにより、米国

の武力行使の要因をより体系的に検討することを試みた。単独軍事行動に対する多角軍事行動

を、多国籍軍の編成の有無という実施形態と国際機構に武力行使の容認決議の有無、すなわち

集団的な正当化の有無という手続形態の二つの点から新たに定義し、作成した第二次世界大戦

後の米国による武力行使のデータ・セットから、その８割近くが単独軍事行動であることを明

らかにする。その上で、先行研究から導かれた武力行使の形態の要因についての仮説を検証し

た結果、米国国内の政治経済的状況が武力行使の形態を制約する要因として重要であることを

指摘した。 

 本論文の構成は、序論と７章、併せて全８章である。末尾に注と参考文献一覧が付され、全

体のページ数は ii＋153 ページである。本論文の要旨は以下の通りである。 

 「序論」では、武力行使について、単独軍事行動か多角軍事行動かという形態の違いが国際

関係に異なる影響をもたらすことを指摘し、第二次世界大戦後多くの軍事行動を行ってきた米

国を考察の対象にする意義を述べるとともに、全体の構成が示される。軍事行動は「米国の正

規軍が大統領の指示によって海外に展開し、特定の政治的目的をもって、その目的達成のため

軍事力を用いること」と定義される。 

 第１章では、軍事行動の形態（単独か多角か）がもたらす影響が素描され、先行研究が軍事

行動の形態を決定する要因について十分に検討してこなかったことが指摘される。軍事行動の

形態の検討に示唆を与える先行研究として、（１）多角主義と単独主義をめぐる研究、（２）同

盟の理論研究、（３）国際法学における武力行使の研究が取り上げられ、軍事行動の形態を理解

する上でのそれぞれの有益な点と不十分な点が述べられる。（１）は多角軍事行動と単独軍事行

動が選択されやすい構造的な条件（米国の国力、国際機構における米国の影響力、国際規範の

存在など）を示唆し、（２）は多国籍軍の編成と費用分担の必要性を関連づける視角を提供し、

（３）は、武力行使は集団的に正当化されて実施されるべきとする現代の国際法秩序における



集団的正当化と米国の政策との関係の検討を促すとする。しかし、これらの研究は軍事行動の

形態をめぐる因果関係を断片的に明らかにしたに過ぎないこと、多角の定義が多様であること、

国内的要因についての検討が少ない点で不十分だとされる。本論文では、体系的な検討を行う

ために、多角軍事行動を、多国籍軍の編成の有無だけでなく、国際機構からの決議の有無、す

なわち集団的な正当化の有無により定義し、軍事行動の態様を、実施も手続きも多角的である

完全な多角軍事行動、実施だけが多角的である部分的な多角軍事行動、実施も手続きも単独で

ある単独軍事行動に分ける見方を提示する。 

 第２章では、軍事行動の形態をめぐる仮説の提示と検証方法が述べられる。先行研究から１

０個の仮説が導出され、これらは、国際変数重視—国内変数重視と構造的要因重視—個別的要因

重視の２つの軸からなる類型に分類される。具体的には、国際レベル・構造的要因仮説として、

米国のパワーの変化、米国が国際機構に対して持つ影響力の変化、国際規範の変化に着目する

仮説、国内レベル・構造的要因仮説として政権交代に着目する仮説、国際レベル・個別的要因

仮説として作戦規模と費用分担、国際法と集団的正当化に着目する仮説、国内レベル・個別的

要因仮説として、米国の国内経済状況、選挙日程、分割政府に着目する仮説である。これらの

仮説を体系的に検証するには、個別的要因仮説については仮説の前提条件や因果連鎖の存在を

確認するために事例研究によるプロセス・トレーシングが必要であり、１０個の仮説の一般的

妥当性を検証するには計量分析が適していることが説明される。 

 第３章から第５章まで、意思決定者の発言記録、回顧録、公文書を用いて政策決定をたどる

ことにより仮説の検証が行われる。第３章では、完全な多角軍事行動の代表的事例として第一

次湾岸戦争が取り上げられる。この事例では、選挙日程を除く個別的要因仮説が当てはまるこ

とが明らかにされる。具体的には、米国が多国籍軍を編成し国連での決議を得るという選択を

行ったのは、国連の活用が当然であると考えられたこと、作戦規模の大きさと米国の景気悪化

により費用分担が課題であったこと、分割政府であったために国内での正当化の必要性から大

統領は国連安全保障理事会から武力行使容認決議を得ることを最優先したことによる。 

 第４章では、米国が単独軍事行動をしたという印象が一般的であるが、実際には完全な多角

軍事行動が選択された1962年のキューバミサイル危機と1965年のドミニカ介入が検討される。

キューバ危機は、米州機構（OAS）の集団的決定に基づく多角的な海上封鎖であり、ドミニカ介

入は単独軍事行動から OAS 下における多国籍軍の編成へと変化した事例である。この２つの事

例では、国内レベルの仮説は支持されず、中南米諸国からの反発に遭い米国が集団的正当化を

必要としたこと、OAS における米国の影響力が大きかったこと、作戦規模の大きさから国内で

費用分担を求める声が存在していたことが明らかにされ、国際レベルの仮説が支持されること

が確認された。 

 第５章では、多国籍軍が編成されたが国際機構での決議が得られなかった部分的な多角軍事

行動の事例として、第二次湾岸戦争が取り上げられる。完全な多角軍事行動の事例である第一

次湾岸戦争と対比される。この事例では、作戦規模から多額の戦費が予想され費用分担を求め

る意見が国内で強かったことが多国籍軍の編成を促したこと、第一次湾岸戦争時と異なり分割

政府でなかったために議会での支持を得られる見通しがあり国連安全保障理事会の決議を得る



必要性が低かったこと、が明らかにされた。 

 第３章から第５章の事例分析により、１０個の仮説はそれぞれが支持される可能性があり、

また、個別的要因重視の仮説が妥当する事例があることが確認された。 

 第６章では、第二次世界大戦後の米国の軍事行動全体を１０個の仮説がどの程度説明するか

を検証するために、計量分析が行われる。軍事行動のデータ・セットは、既存の２つのデータ・

セット（Instances of Use of United States Armed Forces Abroad, 1798-2001, The Importance 

of Carriers in an Era of Changing Strategic Priorities: U.S. Navy Crisis Reponses 1946-89）

を組み合わせて論文提出者が作成したデータ・セット（USMPAD1.1）が用いられる。これには分

析単位を広い意味での作戦として1948年から1998年までの212の軍事行動が収録されている。

軍事行動の形態は、実施形態は他国軍隊と指揮権を統合し戦域で協力して作戦行動を行ったか

否か、手続の形態は国際機構を媒介し決議の採択を伴う軍事行動の発動であるか否かでコード

化された。212 件のうち、単独軍事行動が 79％、部分的な多角軍事行動は 8％、完全な多角軍

事行動は 13％を占める。マルチノミアル・ロジットモデルとヘックマン・プロビットモデルの

２つの回帰分析モデルによる分析の結果、（１）激しい危機であるほど多角軍事行動が選択され

やすく、（２）国際機構での孤立は単独軍事行動をもたらしやすく、（３）民間人の退避作戦で

は単独軍事行動が選択されやすく、（４）景気情勢に応じて多国籍軍の編成は左右され、（５）

選挙日程が軍事行動の形態に影響を与え、（６）分割政府の状態においては国際機構からの決議

を伴った多角軍事行動が選択されやすい、ことが明らかにされた。 

 第７章の結論では、事例分析と計量分析の結果、軍事行動の形態の選択について、（１）完全

な多角軍事行動は、分割政府の状況にあり、選挙の直前から選挙後約１年の間に、規模が大き

く上陸部隊の展開を伴う武力行使を行う場合に選択されやすい。国際機構における米国の影響

力が弱い場合、完全な多角軍事行動はとられにくい、（２）部分的な多角軍事行動は、米国の景

気が悪化し、統一政府の状態にあり、規模が大きく上陸部隊の展開を伴う武力行使を行う場合

に選択されやすい、（３）完全な単独軍事行動は、米国の景気が良好で、統一政府の状況にあり、

選挙後１年以上経過しており、規模が小さく上陸部隊の展開を伴わない武力行使を行う場合に

選択されやすい。また、作戦の目的が民間人の退避、自衛権の発動と考えられた場合、完全な

単独軍事行動は選択されやすい、とする。 

 以上のような内容を持つ本論文は、次の点で評価することができる。第一に、本論文は、第

二次世界大戦後の米国の武力行使に関して、研究の射程を広げることに貢献する意欲的な論文

である。第二次世界大戦後、国連の集団安全保障体制において武力行使が原則として禁止され

ている中、米国は多くの武力行使を行ってきた。武力行使に関する従来の研究は、なぜ武力行

使を行うのかという問いを扱うものが大半であった。他方、対外政策の研究においては、国家

がとりうる対外政策の形態として、多国間、二国間、単独的政策があるとされ、近年、各国は

どのような場合にどのような政策を選択するのかが関心を集めている。特に、多国間の枠組み

を重視する政策を多角主義として、国際協調との関係で論じる研究も多い。本論文は、武力行

使においても、単独で行使するか多角的に行使するかによってその国際関係に与える影響が異

なることを重視し、武力行使の形態に着目した分析を行う必要性を提唱した点、従来の武力行



使についての研究の射程を広げたと言え、高く評価できる。また、多角的軍事行動を、実施と

手続という点から定義したことにより、費用分担と正当化という異なる理由を整理して分析す

ることを可能にしたと言えよう。 

 第二に、本論文は、武力行使の形態を決定する要因について多様な先行研究を整理し、第二

次世界大戦後の米国による武力行使について体系的な検討を試みている。すなわち、従来の研

究が示唆してきた個別の要因を１０個の仮説として取り上げ、それぞれの要因の影響を事例分

析と計量分析で総合的に検討する。先行研究の多くがある特定の要因を中心に考察を加えてい

るのに対し、本論文は先行研究が示唆する複数の要因を相互に比較することによって、どの要

因がより強く影響を与えるのかということを明らかにしようとする点で、先行研究からの知見

の体系化を図る試みと言えよう。また、体系的な検討を可能にするために、本論文は回帰分析

を行っているが、このテーマに関しては初めての試みと言ってよいだろう。新たなデータ・セ

ットを作成し、検討に適した新しいモデルを採用し、結果についても妥当な解釈を行っている

点は評価に値する。また、計量分析だけではなく、事例の分析により、計量分析で明らかにさ

れない点を検証していることは検証に厚みをもたせている。 

 第三に、本論文は、米国による武力行使の形態の決定に国内要因が大いに関係していること

を明らかにすることによって、従来の研究に新たな知見を加えることに成功している。特に、

国際機関の手続を重視するか否かは、国際的な正当化の要請だけでなく、米国国内政治におい

て分割政府の場合に国内の支持を調達するために要請されるという点、言い換えれば、統一政

府の場合には国際機構の手続は重視されない可能性があることを実証的に明らかにしたことは、

国際秩序を考える際に新たな視点を提示するものと言えよう。 

 しかしながら、本論文には不足の点も存在する。まず、第一に、本論文は、米国による武力

行使が国際関係に与える影響の大きさを前提として問題の設定を行っているが、武力行使の形

態の相違が国際秩序に与える影響については、国際機構の権限が強化されるか否か、米国の行

動を抑制するか否か、第三国を巻き込むか否かという３点のみを「波及効果」という言葉を使

用して指摘している。これらの考察は必ずしも十分になされているとは言えず、従って、国際

秩序に対してどのような影響を及ぼすのかを十分に明らかにするには、さらに検討が必要だろ

う。第二に、本論文は、武力行使の形態の決定の様々な要因を体系的に検証しようとしている

ために多くの仮説を取り扱っているが、それゆえに仮説間の関係についてはほとんど説明がさ

れていない。様々なレベルの要因について１０個の仮説をあげているが、仮説間の関係はどの

ように整理されたのであろうか。例えば、米国のパワーには、米国国内の経済状況は関連しな

いのだろうか。仮説相互間の関係、特に、国際的要因と国内的要因の関係性について、より丁

寧な考察があれば、要因についてより体系的な検討が行えたものと考えられる。第三に、計量

分析だけではなく事例研究によって、仮説のより詳細な検討を行っていることは評価できるも

のの、事例として取り上げられているのは、武力行使の形態の内、完全な多角軍事行動と部分

的な多角軍事行動であり、単独軍事行動は取り上げられていない。この点で、事例選択が十分

に検討されたのかやや疑問が残る。 

 以上のような欠点があるものの、これらの点は本論文の学術的な価値を損なうものではない。



本人もこれらの点を自覚しており、これらの疑問に答えることによって今後の研究が進んで行

くことが十分に期待できる。米国による武力行使という、現代の国際関係において、一般的に

も、また学術的にも多くの関心を集める課題に対して、先行研究では必ずしも着目されてこな

かった武力行使の形態の相違の重要性を喚起し、その体系的な分析を行った点で、国際政治学

の分野において多大な貢献をしたものと認めることができる。以上の点から審査委員会は、本

論文の提出者は、博士（学術）の学位を授与されるのにふさわしいと判断する。 
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